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昇降機業界で活躍する女性の紹介

１. プロフィール

　　 名　　　前：道下　雅穂

　　 な　ま　え：みちした　まさほ

　　 会　社　名：株式会社 日立ビルシステム

　　 所 属 部 署：営業企画本部　開発営業部

　　 職　　　種：営業

　　 入 社 年 度：2005年度

２. 担当業務について

　私が所属する開発営業部は、設計事務所の対応を専門

としています。新設昇降機の交通計算や、図面打合せ

が主体になりますが、お客様の窓口として、昇降機リ

ニューアルや、当社が扱う他のビル関連設備に関する問

合せにも対応しています。

　以前は私自身も新設営業として、外回りや建設現場で

の打合せなども行っていましたが、出産後2年前に現部

署に異動してからは、交通計算や見積などの社内支援業

務を行っています。

　まだ子どもが小さく、体調を崩すことも多いため、短

時間勤務や在宅ワークなどの制度を利用し、職場の方々

のご理解、ご支援に支えて頂きながら日々業務に邁進し

ています。

　「育児と仕事の両立」からは程遠い状態ではあります

が、家族との時間も大切にしつつ、多忙な営業の方々の

業務を少しでも軽減できるよう、また、自身の業務の先

にはお客様がいることを忘れずに、迅速、正確、丁寧に

業務を行うよう心がけています。

３. 趣味など

　以前は読書が好きで1ヶ月に3〜4冊は読んでいました

が、出産後はほとんど読めなくなってしまいました。

　今は子どもに絵本を読み聞かせたり、書店で新しい絵

本を探すことが楽しみです。昔読んだ絵本をもう一度読

み返して新たな発見があったり、初めて読む絵本では大

笑いしたり、思わず泣いてしまったりなど、絵本は大人

になってからでも楽しめます。

４. 読者へのメッセージ

　近年、働く女性を取り巻く環境や制度は整ってきて、

出産後も働くことは珍しくなくなりました。

　ただ、子どもが産まれると、今までと同じようには働

けず、自身のキャリアや職場に迷惑をかけていないかな

どと悩み、葛藤することもあります。　　

　まだまだ育児の主な担い手は女性であることが多く、

仕事との両立は時間的、体力的に厳しい時もあります

が、たくさんの方に支えられて仕事ができていることに

感謝し、今出来ることを精一杯手を抜かずに取り組むこ

とが、自身の将来に、会社や社会への貢献につながると

信じています。

５. 上長のコメント

　出産後の育児と仕事の両立は環境や制度が整ってきた

とはいえ、精神的、肉体的にもまだまだ苦労することが

多いと思います。プレッシャーを抱えながらも前向きに

がんばっている姿に職場のみんなも理解しサポートして

いきますので、引き続き活躍してくれることを期待して

います。
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